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（百万円未満切捨て） 

１．平成23年４月期第１四半期の連結業績（平成22年４月21日～平成22年７月20日） 
(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益 
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年４月期第１四半期 25,170 3.9 722 8.6 745 6.1 295 △29.1
22年４月期第１四半期 24,235 4.5 665 △14.6 702 △14.8 416 △14.5
 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

 円 銭 円 銭

23年４月期第１四半期 27.84 －
22年４月期第１四半期 39.27 －
 
(2) 連結財政状態 

 総  資  産 純  資  産 自己資本比率 １株当たり純資産
 百万円 百万円 ％ 円 銭

23年４月期第１四半期 37,763 23,905 63.3 2,253.60
22年４月期 38,117 23,773 62.4 2,241.12
（参考）自己資本  23年４月期第１四半期 23,905百万円 22年４月期 23,773百万円 

 
２．配当の状況 

年間配当金 
 第１ 

四半期末 
第２ 

四半期末 
第３ 

四半期末 
期  末 合  計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年４月期 － 15.00 － 15.00 30.00 
23年４月期 －  

23年４月期(予想)  15.00 －
15.00～
18.00

30.00～
33.00 

（注）当四半期における配当予想の修正有無 ：無 

 
３．平成23年４月期の連結業績予想（平成22年４月21日～平成23年４月20日） 

（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率） 

 営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期 
(累計) 

50,877 3.5 1,680 1.4 1,748 1.4 828 △14.6 78.06

通     期 100,600 2.4 3,435 0.5 3,550 0.5 1,770 △8.3 166.86
（注）当四半期における業績予想の修正有無 ：無 

 



 

４．その他 （詳細は、【添付資料】Ｐ.６「その他の情報」をご覧ください。） 
 
(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

 新規  －社  （社名） 、除外 －社  （社名） 
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  
(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  
(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更 ：有 
② ①以外の変更 ：有 
（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会

計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  
(4) 発行済株式数（普通株式）  

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 23年４月期１Ｑ 10,607,920株 22年４月期 10,607,920株
② 期末自己株式数 23年４月期１Ｑ 137株 22年４月期 20株
③ 期中平均株式数(四半期累計) 23年４月期１Ｑ 10,607,864株 22年４月期１Ｑ 10,607,900株

 
 
（※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示） 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期

決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続が実施中です。 
 
（※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項） 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合

理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可

能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、

四半期決算短信添付資料 Ｐ.５「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結会計期間における北東北３県の経済状況は、一部業種で企業業績の改

善傾向が見られたものの、設備投資は極めて低水準であり、雇用・所得環境も依然として

厳しい状況が続くなど、景気の先行き不透明感は一段と強まっております。 

当社主力のスーパーマーケット事業におきましては、消費者の節約志向・低価格志向の

継続を背景に、業種・業態を超えた企業間の価格競争が一層激化しており、客単価の下落

傾向が続くなど、厳しい状況で推移しております。このような状況の中、当社は、

「Customers, our Priority.（私たちは いつでも どこでも 顧客最優先）」の理念のも

と、顧客の一層のご支持・ご信頼を得られるよう努めてまいりました。 

店舗展開につきましては、５月に「ビッグハウス湊店」（青森県八戸市）、７月に白銀
しろがね

店（青森県八戸市）のリニューアルを実施いたしました。なお、新規出店につきましては

「毎年２～３店」を基本方針としておりましたが、当期は経済環境が厳しい状況で推移す

ることが予想されるため、新規出店計画を慎重に判断することとし、企業体質の改善・強

化に取り組んでおります。 

当社単体の当第１四半期会計期間の主な設備投資は、以下の通りであります。 

店舗名称等 
投資額

(百万円)
開店年月 

ビッグハウス湊店・白銀店（リニューアル） 159 平成22年５月・７月 

その他既存店舗（什器備品等） 79 － 

ＩＴ投資 19 － 

合 計 257 － 

 

営業面につきましては、厳しい経営環境が続いていることから、スーパーマーケット経

営の基本に立ち返って「顧客に満足していただける店」になることを一層重視し、商品力

の強化と売場の充実に徹底して取り組んでまいりました。 

商品面では、前期に引き続き新規取引先や産地の開拓などにより、生鮮食品を始めとし

た商品の品揃え強化と仕入原価の引き下げに取り組んでまいりました。 

販売促進面では、顧客の節約志向・低価格志向にお応えするために、前期の12月から

「今月の生活応援価」宣言をして、毎日の暮らしに必要な商品の値下げを継続しておりま

す。また、チラシ内容の見直しや新たに割増ポイント企画を実施したこと等により、客数

改善の効果が出始めてまいりました。 

店舗運営面では、店舗・売場の理想的な姿を定めた「強い店の５大要件」「強い売場の

条件」を徹底したほか、当社が最重視している鮮度管理および時間帯別の売場管理を強化

し、顧客にとって魅力ある売場作りに取り組んでまいりました。 

以上の営業施策の結果、当社単体の全店ベースの売上高は前年同期比103.9％、既存店

ベースの売上高前年同期比は98.8％となりました。 
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当社単体の当第１四半期会計期間の営業状況は、以下の通りであります。 

当社単体 項目 

当第１四半期会計期間 前年同期間 

店 舗 数 47店舗 （前年同期末比 ２店舗増） 45店舗

全 店 24,732百万円 （前年同期比 103.9％） 23,793百万円店舗売上高 

既存店 23,446百万円 （前年同期比  98.8％） 23,738百万円

全 店 1,186万人 （前年同期比 105.7％） 1,123万人客 数 

既存店 1,120万人 （前年同期比  99.9％） 1,120万人

全 店 2,084円 （前年同期比  98.4％） 2,119円客 単 価 

既存店 2,093円 （前年同期比  98.8％） 2,118円

全 店 175円 （前年同期比  98.3％） 178円１ 品 単 価 

既存店 175円 （前年同期比  98.4％） 178円

全 店 11.9個 （前年同期比 100.1％） 11.9個平均買上点数 

既存店 12.0個 （前年同期比 100.4％） 11.9個

全 店 14,158万個 （前年同期比 105.7％） 13,390万個総買上点数 

既存店 13,404万個 （前年同期比 100.4％） 13,358万個

 

また、ローコストオペーレーション体制の構築につきましては、人的効率の改善と売場

の充実との両立を目指し、レイバー スケジューリング プログラム（ＬＳＰ）の導入と確

立に向けて、前期に引き続き取り組みを推進しております。 

なお、その他の事業といたしましては、保険代理店業を営むユニバース興産株式会社の

業績が、前期と同水準の堅調な業績となりました。 

 

以上の結果、当第１四半期連結会計期間における当社グループの連結業績は、営業収益

（売上高＋その他の営業収入）が251億70百万円（前年同期比103.9％）、営業総利益が62

億49百万円（前年同期比103.4％）、営業利益が７億22百万円（前年同期比108.6％）、経

常利益が７億45百万円（前年同期比106.1％）、四半期純利益が２億95百万円（前年同期

比70.9％）となりました。売上面については、既存店ベースでは前年割れとなったものの、

全店ベースでは増収となりました。利益面については、前期と同水準の粗利益率を確保す

ることができたほか、当第１四半期には新規出店がなく、販売費及び一般管理費の売上比

が前年より0.2ポイント減少したことにより、経常利益段階では増益となりました。ただ

し、新たに適用された資産除去債務に関する会計基準に基づき、特別損失２億26百万円を

計上したことにより、四半期純利益段階では減益となりました。 
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(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

① 資産、負債および純資産の状況 

（資産） 

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ、３億53百万円減

少し377億63百万円となりました。 

流動資産は、前連結会計年度末に比べ６億37百万円減少し92億87百万円となりました。

これは主に、法人税等の納税および借入金の約定返済により現金及び預金が７億25百万

円減少したこと等によるものです。 

固定資産は、２億83百万円増加して284億76百万円となりました。これは主に、当期よ

り新たに適用された資産除去債務に関する会計基準に基づき、当期の期首に有形固定資

産として２億77百万円を計上したこと等によるものです。 

（負債） 

負債は、前連結会計年度末に比べ４億85百万円減少し138億58百万円となりました。 

流動負債は、前連結会計年度末に比べ７億17百万円減少し96億14百万円となりました。

これは主に、未払法人税等が６億90百万円減少したこと等によるものです。 

固定負債は、前連結会計年度末に比べ２億32百万円増加し42億43百万円となりました。

これは主に、長期借入金が２億62百万円減少したこと等の一方、当期より新たに適用さ

れた資産除去債務に関する会計基準に基づき、資産除去債務として５億３百万円を計上

したこと等によるものです。 

（純資産） 

純資産は、前連結会計年度末に比べ１億32百万円増加し239億５百万円となりました。

これは主に、配当金の支払１億59百万円があった一方、第１四半期純利益の計上額２億

95百万円があったこと等によるものです。 

 

② 連結キャッシュ・フローの状況 

当第１四半期連結会計期間末の連結ベースの現金及び現金同等物（以下、「資金」とい

う。）は、前連結会計年度末に比べ６億26百万円減少し、55億７百万円となりました。 

各キャッシュ・フローの状況を示すと、次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は１億47百万円であり、前年同期に比べて３億86百万円

減少いたしました。これは主に、営業活動によるキャッシュ・フローのその他として集

約される未払金等が２億１百万円増加したこと等の一方、前第１四半期末日が金融機関

の休業日であり仕入債務の支払が翌月に繰り越されていた関係で、当第１四半期の仕入

債務の支払が６億38百万円増加したこと等によるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果支出した資金は２億47百万円であり、前年同期に比べて支出が６億３

百万円減少いたしました。これは主に、前第１四半期には新規出店が１店舗ありました

が、当第１四半期にはなかったことにより、有形固定資産の取得による支出が５億79百
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万円減少したこと等によるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果支出した資金は５億26百万円であり、前年同期に比べて支出が84百万

円増加いたしました。これは主に、長期借入金の返済が91百万円増加したこと等による

ものです。 

 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

 

当第１四半期連結会計期間の業績は、主に既存店活性化のための修繕等の経費執行時期

を変更したこと等により、営業利益・経常利益・四半期純利益がともに当初計画を上回る

水準で推移しておりますが、第２四半期連結累計期間および通期の業績予想につきまして

は、現時点では平成22年５月25日に発表いたしました業績予想からの変更はありません。 
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２．その他の情報 

(1) 重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著し

い変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高

を算定しております。 

② 固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分

して算定する方法によっております。 

 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

① 会計処理の原則・手続きの変更 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第

18号 平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計

基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用しております。これにより、営業利益お

よび経常利益は５百万円減少し、税金等調整前四半期純利益は２億31百万円減少しており

ます。 

また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は５億３百万円であります。 

② 表示方法の変更 

（四半期連結損益計算書関係） 

 a． 前第１四半期連結累計期間では「売上高」に含めて記載していた「その他の営業収

入」について、明瞭性の観点から当第１四半期連結累計期間より区分掲記しておりま

す。なお、前第１四半期連結累計期間の「その他の営業収入」は２億40百万円であり

ます。 

また、この区分掲記に伴い、「売上総利益」はその他の営業収入を含めない売上

高から売上原価を控除した金額とし、前第１四半期連結累計期間の「売上総利益」は

新たに「営業総利益」と名称変更しております。 

 b． 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12年26日）に

基づき財務諸表等規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第

５号）の適用に伴い、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期

純利益」の科目を表示しております。 
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３．四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

当第１四半期 
連結会計期間末 

(平成22年７月20日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年４月20日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,803 6,529

売掛金 61 54

有価証券 102 3

商品 2,553 2,375

その他 765 962

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 9,287 9,924

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 8,590 8,398

土地 13,001 13,001

その他（純額） 1,442 1,451

有形固定資産合計 23,033 22,850

無形固定資産   

のれん 161 174

その他 545 578

無形固定資産合計 706 753

投資その他の資産 4,735 4,588

固定資産合計 28,476 28,192

資産合計 37,763 38,117
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(単位：百万円)

当第１四半期 
連結会計期間末 

(平成22年７月20日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年４月20日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 5,225 5,104

1年内返済予定の長期借入金 1,128 1,250

未払法人税等 185 876

賞与引当金 403 672

役員賞与引当金 3 9

ポイント引当金 202 188

その他 2,466 2,229

流動負債合計 9,614 10,332

固定負債   

長期借入金 2,029 2,292

退職給付引当金 23 23

役員退職慰労引当金 382 376

資産除去債務 506 －

その他 1,300 1,319

固定負債合計 4,243 4,011

負債合計 13,858 14,343

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,522 1,522

資本剰余金 2,924 2,924

利益剰余金 19,449 19,313

自己株式 △0 △0

株主資本合計 23,897 23,761

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 8 12

評価・換算差額等合計 8 12

純資産合計 23,905 23,773

負債純資産合計 37,763 38,117
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第１四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月21日 
 至 平成21年７月20日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月21日 
 至 平成22年７月20日) 

営業収益 － 25,170

売上高 24,235 24,921

売上原価 18,191 18,920

売上総利益 6,043 6,000

その他の営業収入 － 248

営業総利益 － 6,249

販売費及び一般管理費   

役員報酬及び従業員給与・賞与 2,003 2,040

賞与引当金繰入額 393 403

役員賞与引当金繰入額 3 3

退職給付費用 24 32

役員退職慰労引当金繰入額 8 7

法定福利及び厚生費 283 304

販売促進費 289 330

ポイント引当金繰入額 173 202

水道光熱費 398 426

消耗品費 241 166

清掃衛生費 153 165

地代家賃 356 382

減価償却費 366 390

その他 681 670

販売費及び一般管理費合計 5,378 5,527

営業利益 665 722

営業外収益   

受取利息及び配当金 11 10

補助金収入 3 1

再商品化委託料精算金 18 8

その他 15 22

営業外収益合計 50 41

営業外費用   

支払利息 12 12

その他 0 6

営業外費用合計 12 19

経常利益 702 745
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(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月21日 
 至 平成21年７月20日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月21日 
 至 平成22年７月20日) 

特別利益   

投資有価証券売却益 － 0

違約金収入 0 0

特別利益合計 0 0

特別損失   

固定資産除却損 1 1

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 226

その他 － 0

特別損失合計 1 228

税金等調整前四半期純利益 701 517

法人税、住民税及び事業税 70 165

法人税等調整額 215 56

法人税等合計 285 222

少数株主損益調整前四半期純利益 － 295

四半期純利益 416 295
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月21日 
 至 平成21年７月20日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月21日 
 至 平成22年７月20日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 701 517

減価償却費 366 390

のれん償却額 13 13

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △0

賞与引当金の増減額（△は減少） △324 △269

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △10 △6

ポイント引当金の増減額（△は減少） △2 13

退職給付引当金の増減額（△は減少） △4 0

前払年金費用の増減額（△は増加） △50 2

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △16 6

受取利息及び受取配当金 △11 △10

支払利息 12 12

投資有価証券売却損益（△は益） － 0

固定資産除却損 1 1

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 226

売上債権の増減額（△は増加） 7 △6

たな卸資産の増減額（△は増加） △145 △178

仕入債務の増減額（△は減少） 759 120

その他 △42 159

小計 1,255 994

利息及び配当金の受取額 4 2

利息の支払額 △10 △12

法人税等の支払額 △715 △837

営業活動によるキャッシュ・フロー 534 147

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △730 △151

無形固定資産の取得による支出 △56 △18

投資有価証券の取得による支出 △0 △80

投資有価証券の売却による収入 － 1

差入保証金の差入による支出 △66 △6

差入保証金の回収による収入 3 7

その他 0 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △850 △247

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △292 △384

自己株式の取得による支出 － △0

配当金の支払額 △149 △142

財務活動によるキャッシュ・フロー △442 △526

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △758 △626

現金及び現金同等物の期首残高 5,475 6,133

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,716 5,507
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

当第１四半期連結会計期間（自 平成22年４月21日 至 平成22年７月20日） 

該当事項はありません。 

 

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月21日 至 平成22年７月20日） 

該当事項はありません。 
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